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ある親御さんからのお手紙より…

帰国前、日本に帰って一番辛いことは、
我が子への療育環境がアメリカでいた
頃のようには整わないことかな、と
思っていました。

でも、帰ってきたら違いました。

私がアメリカで体験して学んだような
ことを、子どもが幼稚園に入るような
年齢まで知らない人が数多くいて、多
くのお子さんの可能性が失われている
ことが一番辛かったです。

今でもそのことが一番辛いです。

…



Copyright 2010 ADDS. All rights reserved.

自閉症とは？

交通事故で亡くなる子どもは、5556人に一人です。

自閉症がある子どもは、175人に1人です。

先天的な脳の機能障害で、言葉の使い方や感情表現、
認知能力などをうまく身につけられない状態のこと

¸呼びかけても振り向かない
¸人に興味が無いように見える
¸なかなか言葉が出ない
¸パニックを起こす
¸強いこだわりを示す

いつまでも適切な支援が行
われないと、予後が悪い。

¸「心の病気」という誤解
¸周囲の不理解
¸支援に関する情報の不足
¸診断の足踏み
¸支援機関・専門家の不足

子育ての不安感、ストレス
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NY州保健省推奨の早期療育ガイドライン
(Report of the Recommendations by NY State Dept. of Health  

Early Intervention Program, 2000)
応用行動分析学に基づく早期集中療育を、現在科学的に効果が実証されているほ
とんど唯一の自閉症療育モデルであるとして、その実施を推奨している。
科学的に効果をあげる為の基本要素として、以下の５要素が抽出されている。

¸ 最低週２０時間以上のセラピストによる集中指導

¸ 集中指導に関わる全員に対する定期的な専門家の指導

¸ 親が療育チームの一員となる

¸ 親が応用行動分析学に精通し、日常的にも療育を心がける

¸ 専門家による親への教育を継続的に行い、かつ親とセラピストは定期的にミー
ティングを行う

Ҧ時間数確保のため、セラピストの人材が必要！
Ҧ保護者の研修サポートが必要！

我が国の現状 しかし…

ü発達障害者支援法(2005)の制定や、特別支援教育のスタートなどにより、自閉症をはじめとする発達障害への
認知は高まっているものの、科学的に効果が証明されている応用行動分析学による早期集中療育はほとんど普
及していない。

ü受け皿の不足による診断の足踏みや情報の不足から、多くの子どもの、回復の鍵となる幼少期（特に1～5歳）の
大切な時間が、適切な支援を受けられないまま過ぎていく。

ü集中療育の実施を願っても、人材の不足・経済的支援の不足から実施が困難な場合が多い。

ü早期療育：運よく情報を得ることができ、人材を確保できた、経済的に裕福なごく一部の家庭しか
実施できないという現状。
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全ての発達障害のあるお子さんとそのご家族が

｢楽しく豊かな子育てを行える社会｣

｢適切な教育を受け、最大限の可能性を発揮できる社会｣

の実現を目指します。

は

ADDSのミッション

写真を入れる




